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はしがき
　２７回目を迎える「木原記念こども科学賞」では、今年度からは、これまでの市
や県の教育委員会、横浜市立大学木原生物学研究所に加え、地域の企業、生命科学
に関わるベンチャー・中小企業などの皆様にもご協力をいただき、この賞の充実と
認知度の向上等を図ることにより、より多くのこども達の生命科学分野における成
長の支援に取り組みたいと考えております。
　「オートファジーの仕組みの解明」で 2016 年ノーベル生理学・医学賞受賞を受賞
された大隅良典先生は、小学生の頃、昆虫採集と標本作りに明け暮れていたとのこ
とですが、今でも色紙にサインを求められた時は「観る楽しさ、知る喜び、解く歓び」
とお書きになり、そこに込める思いは、“まずは（顕微鏡で）じっくり見てみるとい
う研究姿勢の重要性と、周りにあふれる情報（を鵜呑みにするの）ではなく、自分
の目で見て感動し、発見してほしい”とのことです。財団の生みの親である木原博
士も、現代生命科学の先駆者として、「私の生物学－小さい実験－」という本に、「自
分でものを直接見て、直接触ってみることが必要である。」と書き残されています。
いずれも、「自分の目で確かめ、自分の頭で考える」ことの大切さを説いたものでは
ないでしょうか。これは科学に限らず、全ての現代人にとって最も重要な行動規範
であり、習慣化すべき生活スタイルと思われます。
　お陰様で今年も多くの作品が集まりました。先生方には、木原先生の精神に基づ
き応募作品を厳正に審査して頂きました。まず、審査にあたられた先生方のご労苦
に感謝申し上げます。また、全ての応募者、子どもたちをお導きくださった学校あ
るいは家族の皆様方、そして、ご後援くださった全ての関係団体の皆様方に、ここ
に心より感謝申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　  ２０１９年１２月
  　　　　　　　　　　　　　　　　　選考委員会委員長

公益財団法人木原記念横浜生命科学振興財団
常務理事　　鈴木　榮一郎

木原　均博士について
　木原　均博士（1893 ～ 1986）は、東京に生まれ、麻布学園を経て北海道大学を卒業、京都大
学教授、国立遺伝学研究所長などを歴任されました。この間、コムギのふるさとを求めて学術探索に出
かけ、パンコムギの祖先を発見し、タネナシスイカを作るなど、植物遺伝学の分野で多くの業績を挙げら
れました。特にコムギの遺伝学では、「コムギ博士」として国際的に高く評価され、1948 年には文化勲
章を受章。また、日本のスキー界の草分けでもあり、冬季オリンピックの選手団長を２度つとめるなど、「スポー
ツ博士」として活躍されました。1955 年、博士は（財）木原生物学研究所を京都から横浜（南区六ッ
川）へ移し、亡くなるまで研究活動を続けられました。旧研究所跡は、現在、「横浜市こども植物園」となっ
て市民に親しまれています。晩年は、日常生活の中のふとした疑問を確かめ、観察する「小さい実験」
を楽しまれました。
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「ペンギンのごはんについて」
聖ヨゼフ学園小学校　４年

木全　美晴
「タマちゃんプロジェクトヤマトタマムシの

タマちゃんのみりょくをつたえたい」
秦野市立南が丘小学校　２年

河上　純也

「はらぺこあおむしのかんさつ」
横浜市立日吉南小学校　１年

松田　湊

「ノコギリクワガタの標本づくりと観察」
開成町立開成南小学校　１年

吉田　遥貴

「ペンギンの足あと」
横浜市立下野谷小学校　２年

堀江　瞭斗



小学校低学年の部

受賞者一覧

最優秀賞（２作品）

優秀賞（２作品）

神奈川新聞社賞（１作品）

努力賞（３作品）

題　名

題　名

題　名

題　名

名　前

名　前

名　前

名　前

学　校

学　校

学　校

学　校

学　年

学　年

学　年

学　年

いろいろな所にはりついて
いるヤモリのふしぎ

セミは何どで鳴き始めるか

ささのはのせんについて

ピコピコさんのかんさつ

ノコギリクワガタが家に
やってきた

カマキリ大じっけん
色がきまるのは、なぜか？

ひいらぎのギザギザの葉と
丸い葉のしょっこんに
ちがいはあるか

セミの幼虫の研究 その２
～土の中から出てきて羽化
するまでの観察～

細谷　海來

宮治　寛人

神谷　冬樹

野口　嵐雅

加藤　颯真

渡辺　相介

小室　孝介

髙橋　颯汰郎

相模原市立
相原小学校

横浜市立
荏田西小学校

相模原市立
大野小学校

相模原市立
陽光台小学校

厚木市立
小鮎小学校

横浜市立
緑園東小学校

相模原市立
相原小学校

関東学院
六浦小学校

３年

３年

１年

２年

３年

２年

２年

３年
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作品を読んで  －小学校低学年の部－

横浜市立永野小学校教諭　三瓶　聡之先生

　また今年度もみなさんが応募してくれた多くの作品と出会え、それぞれの
新しい発見が見られたことをとても嬉しく思います。みなさんの作品は、生
きものへの愛情にあふれ、自然を身近に感じながら、自然に寄り添って、研
究を楽しんでいることが感じられ、作品に目を通しながら、とてもわくわく
するような気持ちになりました。
　今回は低学年部門で最優秀賞に選ばれた作品は 2 点でした。
　一つは、「カマキリ大じっけん　色がきまるのは、なぜか？」という作品です。
この作品はカマキリを赤ちゃんから成虫にするまで大切に飼育する中で、カ
マキリの種類の見分け方やえさの食べ方、そして脱皮を繰り返すカマキリの
大きさの変化と脱皮の回数を継続的に観察し、まとめることができていまし
た。また育てる中での個体の色の違いと周りの色の環境との関連に目をつけ、
なぜ緑型と褐色型とが生まれるのか、自分なりの結論を導いていました。
　もう一つは「いろいろな所にはりついているヤモリのふしぎ」という作品
です。この作品は捕まえたヤモリを飼育する中で、前年度のニホントカゲや
飼っているカナヘビと比較しながら、住む環境や餌の食べ方、種類などを研
究していました。また、同じ餌でもあげ方によっては食べないことを発見し
たり脱皮した皮を食べること、日光浴すると体の色が変わることに気づいた
りしました。ミクロ観察スコープを使ってヤモリの足のつくりを調べ場所に
よって手足の使い方が違うことも気がつきました。両作品とも、飼っている
生き物を大切に育て、興味をもって観察したゆえに出会えた大切な気づきが
たくさん書かれていました。
　自分の中で感じた「なぜだろう」「もっと知りたい」「調べてみたい」とい
う気持ちを大切にしているみなさんだからこそ気づける新たな発見に、今回
も多くの驚きと感動をもらうことができました。これからも、自分から湧い
てくる好奇心や疑問を大切に自然と向き合い、学びを深めていってほしいと
願っています。
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「鳥はなぜ飛べるのか？群れで行動する鳥の秘密」
聖ヨゼフ学園小学校　６年

澤村　奏樹



最優秀賞
いろいろな所にはりついている
ヤモリのふしぎ
相模原市立相原小学校　3年　細谷　海來
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最優秀賞
カマキリ大じっけん　
色がきまるのは、なぜか？
横浜市立緑園東小学校　2年　渡辺　相介
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優秀賞要約  －小学校低学年の部－
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セミは何どで鳴き始めるか

横浜市立荏田西小学校　３年　宮治　寛人

　セミに興味をもち、下調べをしているうちに、「一日のうち、いつ鳴き始め
るのか。」という疑問が生まれ、セミが鳴く一番低い温度を調べることにした。
　７月下旬から８月中旬まで、同じ場所で同じ時間（７時、９時、１６時、
１８時）に気温を測り、セミの鳴き声とセミの種類を調べた。選んだ場所は、
建物の北側で、日陰が多く、車などの騒音が少ない所にした。セミの鳴き声
を確認したら、１回と記録した。
　結果は、セミの種類ごとに、縦軸を鳴き声を確認した回数、横軸を気温に
して、表を作成した。その表から、アプラゼミが一番低い２８℃で鳴き始め、
ヒグラシとニイニイゼミは３０℃、ツクツクホウシは一番高い３２℃で鳴き
始めたことが分かった。また、アプラゼミやミンミンゼミは４２℃でも鳴き
始めることがわかった。
　今回は、調査したすべての日の気温が２８℃より高く、２８℃以下でも鳴
いているかもしれないという新たな疑問が生まれ、早い時期から調査をする
必要があることがわかった。

「自宅の猫の嗅覚について」
聖ヨゼフ学園小学校　６年

嶋田　海秀

「セミのぬけがら」
カリタス小学校　１年

津田　莉佐

「めだかの観察」
横浜市立日吉南小学校　４年

清家　大誠
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ひいらぎのギザギザの葉と丸い葉のしょっこんにちがいはあるか

相模原市立相原小学校　２年　小室孝介

　どうしてギザギザの葉と丸い葉があるのか疑問に思っていた。ギザギザの
葉は端から食べた方が食べやすそうに思えるが、真ん中から食べていること
が多く、ギザギザの部分に虫にとっていやな成分があるのかも知れないと思
い、調べてみることにした。
　まず、ヒイラギが年を取ると丸くなるのはどうしてなのか考えた。古い葉は、
栄養がなくて食べられないからギザギザがなくなるのではないか。ギザギザ
には虫が嫌がる成分があり、丸い葉にも薄くその成分が残っているのではな
いかと考えた。
　調べると、ヒイラギを食べるのはテントウノミハムシであることがわかり、
ヒイラギと一緒に飼育した。実験は、①どのような形の葉が好きなのか、②
葉のどこを食べるのか観察して、記録をつけた。
　観察や実験の結果、古い葉より新葉の方がたくさん食べられていた。ギザ
ギザの葉と丸い葉では、あまり変わらないことがわかった。丸い葉の周りと
ギザギザの葉のトゲも結構食べられていた。葉の形の違いについて、もっと
調べてみようと思った。

「枝豆の比較と根粒菌」
大磯町立大磯中学校　２年

小原　帆白

「オジギソウの研究」
聖ヨゼフ学園小学校　４年

高野　年史



神奈川新聞社賞要約  －小学校低学年の部－
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セミの幼虫の研究 その２ ～土の中から出てきて羽化するまでの観察～

関東学院六浦小学校　３年　髙橋　颯汰郎

　以前の研究で、セミの羽化にかかる時間は種類によって違うこと、幼虫の
出てくるピークは、７月下旬で、天気は関係していないことがわかった。そ
こで、今回は①クマゼミと他セミとの違い、②幼虫が出てくる気温、③羽化
と明るさは関係するのか調べ、セミの幼虫がどんな様子をしているのか詳し
く知りたいと思った。
　実験は、能見台中央公園で決まった時間に行った。公園で脱け殻を探し、
幼虫は捕獲して観察し、翌日に逃がした。
　実験の結果、

①クマゼミの羽化にかかる時間は、1 時間８分で速い。割れ目が大きくて、　
　体が持ち上がる時と尾がぬける時が同時だった。
②ニイニイゼミは最高気温が上がる時に出てきた。アプラゼミやミンミン
　ゼミは最低気温が上がると一気に増えたことがら、気温は関係している
　のではないかと考えた。セミの種類によって、出てくる時の温度が違う
　のではないかと思った。
③羽化している場所は、電灯が当たる場所より当たらない場所の方が３．８倍
　も多かった。実際に同じ場所に脱け殻が集まっていることから、幼虫は
　暗い場所を好み、都会に住むセミは大変だろうと考えた。

　　オスとメスとの違い、土の中の温度との関係など、さらにセミについて　
　　研究を深めたいと思う。

「食虫植物はスゴイ‼」
横浜市立みなとみらい本町小学校　5 年

木村　樫之亮

「昆虫観察日記（チョウ・バッタ）」
平塚市立松が丘小学校　３年

大芦　海莉



小学校高学年の部

受賞者一覧

最優秀賞（２作品）

優秀賞（１作品）

神奈川新聞社賞（１作品）

努力賞（４作品）

題　名

題　名

題　名

名　前

名　前

名　前

学　校

学　校

学　校

学　年

学　年

学　年

題　名 名　前 学　校 学　年

江ノ島のスイミーはマグロ
に食べられるのか？ 福田　莉子 横浜市立

長津田第二小学校 ６年

ニホントカゲの土もぐりの
研究とニホントカゲとニホ
ンカナヘビとニホンヤモリ
の運動能力の比かく～身近
なは虫類オリンピック～

伊藤　悠馬 横浜市立
日吉南小学校 ５年

ヤドカリの食事

飛べない飛ばない鳥と
飛べる鳥の差

鳥見つけ隊！

身近なデンプンの研究

ありの生態

平山　凛

吉田　結希乃

白石　祐菜
橋本　結色

吉永　亜有

堀口　颯希

相模原市立
清新小学校

秦野市立北小学校

厚木市立
小鮎小学校

聖ヨゼフ学園
小学校

厚木市立
上依知小学校

４年

６年

６年

６年

５年

ブロッコリースプラウト　
さとう水、塩水で育てたら
味が付くのかな？？

堀　貴翔 横浜市立
三保小学校 ５年
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作品を読んで  －小学校高学年の部－

鎌倉女子大学初等部教諭　清水　貴史先生

　今年も生き物に対して好奇心と愛情あふれる研究作品と出会うことができ
てうれしく思っています。日常の生き物との関わりから不思議さや面白さを
発見して熱心に追求した取り組みが多く、選考にとても苦労しました。研究
テーマの発想の独創性や実験目的にあった調査方法であったか、記録や結果
をわかりやすく整理されていたか、科学的な見方や探求心が見られていたか
などに着目して選考しました。

　最優秀賞２作品のうち、「江ノ島のスイミーはマグロに食べられるの
か？」は、アジの胃の中身を見たことや江ノ島の水族館で見たイワシがスイ
ミーのように思えたことの２つの実体験から発想した研究で、着眼点がとても
ユニークなものでした。いろいろな魚の胃の内容物の種類や大きさを調べた
結果から、スイミーのように見えた新江ノ島水族館のイワシが食物連鎖では
どのような役割かを考察した優れた取り組みでした。

　もう一つの最優秀賞「ニホントカゲの土もぐりの研究とニホントカゲとニ
ホンカナヘビとニホンヤモリの運動能力の比かく～身近なは虫類オリンピック
～」は、昨年から継続して取り組んだ研究テーマで、実験の進め方が優れたも
のでした。いくつかの比較実験を行い、実験ごとにとても丁寧に考察をしてそ
れぞれの生態の特徴に迫った爬虫類に対する熱意と愛情が伝わる作品でした。

　優秀賞「ヤドカリの食事」は、昨年のヤドカリの体型や行動の研究に対し
て、今年はヤドカリの食事をよりよくしたいという想いから生まれた研究テー
マでした。食事の時刻、行動、えさの好みなど食事に関わることを様々な観
点から調べ、わかりやすく結果を整理し、栄養素などの視点も取り入れて考
察をするなど工夫が伝わる作品でした。

　他の作品も含め、生きものの不思議に迫った時間は苦労しつつも楽しくワ
クワクした時間になったことと思います。地球環境や小さな生きもののため、
多くの謎を解き明かす研究者の仲間として、熱心な皆さんや温かく支えてく
れるご家族の活躍に今後も期待しています。

28

「カワウソについて！！」
厚木市立小鮎小学校　４年

八木　蘭來



最優秀賞
江ノ島のスイミーはマグロに
食べられるのか？
横浜市立長津田第二小学校　６年　福田　莉子
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新
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「鳥見つけ隊！」
厚木市立小鮎小学校　６年

橋本　結色

「鳥見つけ隊（たい）」
厚木市立小鮎小学校　６年

白石　祐菜

「世界一こわいもの知らず　ラーテル」
厚木市立厚木第二小学校　2 年

中村　柚月

「犬をしってみよう」
厚木市立小鮎小学校　４年

落合　凜帆

「深海魚の調査」
厚木市立小鮎小学校　４年

加藤　航平



最優秀賞
ニホントカゲの土もぐりの研究とニホントカゲとニホンカナヘビと
ニホンヤモリの運動能力の比かく～身近なは虫類オリンピック～
横浜市立日吉南小学校　５年　伊藤　悠馬
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ヤドカリの食事

相模原市立清新小学校　４年　平山　凛

　ヤドカリの食事について、いつ、どこで、だれと、なにを、どのくらい、
食べるのか観察、実験した。

【実験１】いつ、どこで、だれと食べる
　観察時間及び場所を決めてエサをあげる前とあげた後のヤドカリの行動を
観察した。

【実験２】なにを食べる
　学校で習った「血や肉や骨となるもの」、「体の調子を整えるもの」、「熱や
力となるもの」の三食食品群の表から食品を選び、ヤドカリは何が好きか観
察した。

【実験３】どのくらい食べる
水槽を仕切り、大、中、小のヤドカリを入れ、ホタテを入れ食べきるまで１
時間おきに観察した

【結果】
・いつ食べるのか
　ヤドカリは時間に関係なくエサを待っていた。おなかが空いていると岩や　
　砂についている見えないものを食べていた。これはプランクトンであった。
・どこで食べるのか
　エサを待つのは岩の中が多かった。食事をするときは砂の上にきていた
・だれと食べるのか
　ヤドカリは単体でエサを食べていた
・何を食べるのか
　「血や肉や骨になるもの」をよく食べ、海の物は全部食べた
・どれくらい食べるのか
　体の大きさによって食べる量が変わる

「きょうりゅうの研究」
相模原市立横山小学校　４年

松尾　花音

「クワガタムシのひょうほんづくり」
横浜市立みなとみらい本町小学校　１年

小林　優信



神奈川新聞社賞要約  －小学校高学年の部－
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ブロッコリースプラウト さとう水、塩水で育てたら味が付くのかな？？

横浜市立三保小学校　５年　堀　貴翔

　水ではなくさとう水と塩水をあげたら味が付くのか気になったので調べて
みた。

【実験方法】
　３つのタッパーにそれぞれ 100 ｍｌの水を入れる。①はそのまま、②にさ
とう 1 ｇ、③に塩１g を入れる。ブロッコリースプラウトの種を均等にタッパー
に入れ、５時間ひたす。新しいタッパーに①水、②さとう水、③塩水でしめ
らせたキッチンペーパーをひき、その上に種を置く。15 ～ 25℃の暗い所で 3
～ 5 ｃｍ程度になるまで育て、日当たりのいいところに移し、双葉が開き緑
色になるまで７日間、朝８時と夜８時に観察した。最後に味を比べる。

【結果】
成長について
①水：よく発芽し、じゅんちょうに育った　②さとう水：発芽はしたが、途
中でカビが発生し育たなかった　③塩水：発芽が遅れ、成長も途中で止まっ
たが枯れずにのこった
味について
①水：ブロッコリーの味、収穫量多い　③塩水：かなりしょっぱい、収穫量
少ない

【まとめ】
塩水の味付けは成功したが、さとう水が枯れてしまい残念だった。植物の発
芽と成長には水があれば十分で余計なものが入ると育ちにくくなることが分
かった。

「魚の鱗の役わり」
聖ヨゼフ学園小学校　４年

中澤　亮

「すず虫のけんきゅう」
横浜市立いずみ野小学校　２年

伊田　夏純



中学校の部

受賞者一覧

最優秀賞（１作品）

優秀賞（２作品）

神奈川新聞社賞（１作品）

努力賞（２作品）

題　名

題　名

題　名

名　前

名　前

名　前

学　校

学　校

学　校

学　年

学　年

学　年

題　名 名　前 学　校 学　年

ハマダンゴムシの観察と
実験

カブトムシはどうすれば
大きく育つのか

松の葉の気孔の観察

多摩川
～塩分濃度の研究～

太陽光と LEDで育てる
「植物」の比較

沼津港の魚類調査

永野　帆夏

浦田　銀河

川島　那月

志村　美璃

小島　啓太郎

田村　勇人

横浜市立
岩崎中学校

聖光学院中学校

大磯町立
大磯中学校

聖ヨゼフ学園
中学校

横浜市立
岩崎中学校

大磯町立
大磯中学校

２年

２年

２年

１年

３年

２年
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作品を読んで  －中学校の部－

浅野中学高等学校教諭　吉澤　久光先生

　応募してくれた作品全体として、きちんと調査し報告している作品が多い
と感じました。また、写真を撮って結果をまとめるなど、作品のレベルは年々
向上している印象があります。必然的に 30 ページ近い作品など、大学生の卒
業論文に近い作品も見られるようになりました。
　その中でも、最優秀賞「ハマダンゴムシの観察と実験」は、データの集め方、
そして、そのまとめ方が素晴らしく、あまり情報のないハマダンゴムシにつ
いて、ていねいに調べてくれました。実際に採集に行くところから実験が始
まる点などは、本当に時間をかけ、愛着をもって取り組んでいる様子がうか
がえました。
　優秀賞「カブトムシはどうすれば大きく育つのか」は、何代にも渡って、「松
の葉の気孔の観察」は昨年度より引き続き、両作品とも細かく時間をかけて
データをとり、その結果をまとめてくれました。
　努力賞の「太陽光と LED で育てる「植物」の比較」と「沼津港の魚類調査」
は、自分が興味をもったことに対し調べてみる着眼点や動機を評価し、デー
タのまとめ方などに今後改善がみられると、さらに完成度が良くなり楽しみ
にもなる内容でした。
　神奈川新聞社賞には、中学１年生で、この先も異なる視点でデータを集め、
来年度も応募していただきたいという希望も込めて、「多摩川～塩分濃度の研
究～」を選出いたしました。小学生の時から研究を続け、受賞に値する作品
を提出してくれました。
　受賞した作品は、どれも自主的に取り組んでいる様子がうかがえ、自分の
興味、関心があるものに対し、ていねいに実験観察をおこない、PC、写真も
使いこなして作品を仕上げてくれました。またある作品においては、インター
ネットだけでなく、研究者の方に直接聞いてみたりする行動力もあり、その
姿勢を他の応募してくれた人たちも取り入れて、全体的にもさらにレベルアッ
プしていくことを、本当に楽しみに期待しています。

42

「カブト虫のせいちゅうのからだのつくりについて」
相模原市立桜台小学校　３年

稲部　蓮大

「セミのぬけがらしゅう集」
厚木市立上依知小学校　４年

篠原　雅貴



最優秀賞ハマダンゴムシの観察と実験
横浜市立岩崎中学校　２年　永野　帆夏
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カブトムシはどうすれば大きく育つのか

聖光学院中学校　２年　浦田　銀河

　小学校低学年から飼育を始めたカブトムシの成虫の体が、大きく育つため
の条件を見つけるため、数年にわたって多くの個体を交配させながら観察実
験を行ってきた。条件ごとの結果は次の通りである。

（１）幼虫の時に食べる餌の違いによって成虫の大きさに差が出るのかを確か
めるため、市販の飼育用腐葉土を数種類購入してその中で飼育した。価格の
差によって生まれる成虫の大きさに差が出るのではなく、価格が高いものほ
ど、人にとって匂いが少ないなど、飼育しやすいものであることがわかった。

（２）飼育用腐葉土の構成物によって成虫の大きさに差が出るのかを確かめる
ため、一般的な市販の飼育用腐葉土とカブトムシ専門店が販売している商品
とで比較した。オスは専門店のものの方が大きく育ったが、メスはどちらか
というと市販品の方が大きく育った。この差は、オスとメスで生育に必要な
栄養素が異なるのではないかと結論づけた。

（３）成虫の親の体の大きさが子に伝わるのかを調べるため、体の大きいオ
ス・メスのペアと体の小さいオス・メスのペアを交配させて生まれた幼虫を、
同じ飼育用腐葉土を用いて飼育した。オスは、体の大きいペアを親に持つと、
大きな体のオスの成虫が誕生し、小さい体のペアを親に持つと、小さな体の
オスの成虫が誕生した。メスについては生まれてくる成虫の体の大きさに差
が出なかった。また、小さいオス・メスのペアから生まれた卵は成虫まで育っ
た生存率が、大きいオス・メスのペアから生まれて成虫まで育った卵の生存
率と比べて、１４ポイント低かった。

（４）体の大きさが、孫の代へ伝わるのかを調べるために（３）で誕生した子
の代から、親が体の大きいオス・メスのペアから生まれた子の代のメスと、
親が体の小さいオス・メスのペアから生まれた子の代のメスを、それぞれ同
じオスと交配させた。生まれた孫の代は、オスについては親の代が体の大き
いオス・メスのペアの方が孫の大きさが大きくなることがわかった。メスは
親の代が体の小さいオス・メスのペアの孫の方が大きくなることがわかった。

「だんご虫新聞と日記」
横浜市立戸塚小学校　5 年

佐藤　鶴麻
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松の葉の気孔の観察

大磯町立大磯中学校　２年　川島　那月

　理科の教科書に掲載されている「松の葉の気孔を車の排気ガスが汚す」と
いう観察レポートの確認実験を行った。様々な条件を変え松の葉を採取して
観察した。観察や調査した条件ごとの結果は次の通りである。

（１）学校近くの国道沿い、バイパス沿い、校庭の３カ所から松の葉を採取し　
　　て顕微鏡で観察した。気孔には汚れていないものと汚れているものがある。
　　汚れの割合は国道沿いから採取した松の方が汚れている割合が高かった。

（２）松の木の地上からの高さの差による汚れの差を、（１）の３カ所で採取して
　　観察した。雨が気孔の汚れを洗い流すことも発見し、雨の降らない日が続い
　　た後採取して観察すると、低い位置ほど汚れていることがわかり、車から
　　排気ガスが出る高さと似ていることが分かった。また、この高さでは国道
　　沿いの松の方が、バイパス沿いの松より気孔が汚れていることがわかった。

（３）国道とバイパスの交通量を調査したところバイパスの交通量の方が国道の
　　２倍になるが、風向風速の測定ではバイパス沿いの方が風は強い。風の
　　影響で汚れが飛ばされたことで、（２）のように国道沿いの松の気孔の方が
　　汚れるのではないかと結論づけた。

（４）気孔の汚れは本当に排気ガスが原因なのか探るためにバイクの排気ガスを
　　直接松の葉に吹きかけてみたところ、気孔の周辺に似たような汚れが付着
　　していることを確認できた。気孔の中に汚れが付着するためには時間が
　　かかることを見つけた。

「くぬぎの木に集まるこん虫」
厚木市立小鮎小学校　４年

橋口　優菜

「アラスカン・マラミュート」
厚木市立小鮎小学校　４年

小島　紗

「ダンゴムシ調べ」
横浜市立下田小学校　３年

須田　敦子



神奈川新聞社賞要約  －中学校の部－
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多摩川　～塩分濃度の研究～

聖ヨゼフ学園中学校　１年　志村　美璃

　小学校の頃から草花や干潟などの多摩川周辺の環境調査を行ってきた。今
年は淡水と海水が混ざり合う汽水域について４つの観察や調査を行った。

（１）河口から上流に移動しながら塩分濃度を測定していった。海水が逆流し川
　　に侵入している場所を多摩川大橋まで確認できた。文献によると調布取水堰
　　がその境目のために設置されたことを知った。調布取水堰まで海水が浸入
　　してくる条件について興味を感じた。

（２）ウグイの稚魚を採取し、飼育環境を川の水から水道水に移行しながら飼育
　　した。８カ月間飼育し体長も約三倍の大きさにまで成長させることができ
　　た。その後、一部を残し短期間のうちに全滅してしまった。その原因を予想
　　するも、特定まで至ることができなかった。

（３）潮の満ち引きによる水の流れる方向と塩分濃度の変化を測定した。干潮
　　から満潮へ向かうときと、満潮から干潮へ向かうときでは川の流れの向き　
　　が反対向きになり、河口方向から海水が逆流している場面があることがわかっ
　　た。また、水深による塩分濃度の差は水面付近より深い場所の方が塩分濃度
　　が高いことがわかった。

（４）水深による塩分濃度の違いを説明するために、真水と塩水をペットボトルに
　　流し込むモデル実験を行ったところ、真水の下に塩水が入り込み、時間が
　　たってもなかなか混ざり合わなかったことから（３）の結果となる理由を
　　確認した。

「ライオンとホッキョクグマ同じ肉食動物のちがい」
横浜市立洋光台第一小学校　４年

柏尾　咲衣

「木が水を運ぶしくみ」
横浜市立みなとみらい本町小学校　5 年

服部　愛
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「ヘビトンボ成虫について」
函嶺白百合学園中学校　１年

小村　のぞ実

「カブトムシのかんさつ」
横浜市立三保小学校　３年

髙橋　源輝

「ハチのなぞ」
厚木市立厚木第二小学校　３年

田端　昭太郎

「カイコずかん」
横浜市立上寺尾小学校　３年

加藤　華奈

「かながわとほっかいどうのこん虫のひかく」
横浜市立能見台南小学校　２年

吉田　光輝
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第第２２７７回回（（２２００１１９９  年年））木木原原記記念念ここどどもも科科学学賞賞のの選選考考結結果果  
 

 

選考部門 最優秀賞 優秀賞 
神奈川 

新聞社賞 努力賞 計 応募数 

小学校低学年(1～3 学年)の部 2 2 1 3 8 83 

小学校高学年(4～6 学年)の部 2 1 1 4 8 91 

中学校の部 1 2 1 2 6 32 

計 5 5 3 9 22 206 

（参考 過去の選考結果）   
 最優秀賞 優秀賞 努力賞 応募総数

第 １ 回（１９９３年） 4 10 12 26 

第 ２ 回（１９９４年） 9 15 38 62 

第 ３ 回（１９９５年） 2 10 31 121 

第 ４ 回（１９９６年） 3 8 15 122 

第 ５ 回（１９９７年） 3 8 21 161 

第 ６ 回（１９９８年） 3 9 23 192 

第 ７ 回（１９９９年） 3 10 15 160 

第 ８ 回（２０００年） 3 11 17 215 

第 ９ 回（２００１年） 3 10 16 193 

第１０回（２００２年） 3 8 19 300 

第１１回（２００３年） 3 8 16 260 

第１２回（２００４年） 2 9 16 213 

第１３回（２００５年） 2 6 12 288 

第１４回（２００６年） 3 6 12 236 

第１５回（２００７年） 3 7 12 266 

第１６回（２００８年） 2 6 6 239 

第１７回（２００９年） 3 6 7 224 

第１８回（２０１０年） 2 6 8 253 

第１９回（２０１１年） 2 6 8 211 

第２０回（２０１２年） 2 6 9 196 

第２１回（２０１３年） 2 6 9 556 

第２２回（２０１４年） 3 6 6 238 

第２３回（２０１５年） 2 6 6 238 

第２４回（２０１６年） 3 5 5 183 

第２５回（２０１７年） 3 7 6 197 

第２６回（２０１８年） 2 5 10 227 
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（（順順不不同同））

学学校校応応募募（（４４６６））
【【横横浜浜市市立立】】 いずみ野小学校 【【川川崎崎市市立立】】 麻生中学校

市場小学校 【【平平塚塚市市立立】】 松が丘小学校

荏田西小学校 みずほ小学校

桂小学校 【【厚厚木木市市立立】】 厚木第二小学校

上寺尾小学校 上依知小学校

神大寺小学校 小鮎小学校

港南台第三小学校 森の里小学校

小机小学校 【【座座間間市市立立】】 南中学校

下野谷小学校 【【開開成成町町立立】】 開成南小学校

下田小学校 【【中中井井町町立立】】 井ノ口小学校

瀬戸ヶ谷小学校 【【大大磯磯町町立立】】 大磯中学校

鶴見小学校 【【私私立立】】 聖ヨゼフ学園小学校

戸塚小学校 聖ヨゼフ学園中学校

鳥が丘小学校 函嶺白百合学園中学校

長津田第二小学校 日本大学藤沢中学校

新田小学校 個個人人応応募募（（１１７７））
馬場小学校 【【横横浜浜市市立立】】 小菅ヶ谷小学校

東俣野小学校 鳥が丘小学校

日吉南小学校 能見台南小学校

みなとみらい本町小学校 緑園東小学校

三保小学校 西が岡小学校

洋光台第一小学校 【【相相模模原原市市立立】】 大野北小学校

岩崎中学校 陽光台小学校

【【相相模模原原市市立立】】 相原小学校 【【秦秦野野市市立立】】 南が丘小学校

大野小学校 北小学校

桜台小学校 【【開開成成町町立立】】 開成南小学校

清新小学校 【【国国立立】】 横浜国立大学附属鎌倉中学校

東林小学校 【【私私立立】】 カリタス小学校

横山小学校 関東学院六浦小学校

若松小学校 清泉小学校

若草中学校 聖光学院中学校

第第２２77回回木木原原記記念念ここどどもも科科学学賞賞　　　　応応募募校校一一覧覧
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選考委員会委員名簿

（順不同・敬称略）

横浜市立馬場小学校　          教諭	                     池田	 真弓

横浜市立西が岡小学校　       教諭	                     武田	 陽

横浜市立永野小学校　          教諭	                     三瓶	 聡之

横浜市立上大岡小学校　       教諭	                     岡田	 洋平

横浜市立境木中学校　          校長	                     三浦	 昌彦

浅野中学・高等学校　          教諭	                     吉澤	 久光

鎌倉女子大学初等部　          教諭	                     清水	 貴史

公立大学法人横浜市立大学木原生物学研究所 所長    木下	 哲

横浜市環境創造局　           担当係長	              佐野	 義憲

木原記念横浜生命科学振興財団　常務理事	      鈴木	 榮一郎



主催

公益財団法人木原記念横浜生命科学振興財団

後援・協賛

【教育委員会】
神奈川県教育委員会・横浜市教育委員会・川崎市教育委員会・相模原市教育委員会

【地域の大学・研究機関】
海洋研究開発機構（JAMSTEC）・横浜市立大学木原生物学研究所

【地域の企業・ライフサイエンス関連企業】
宇部興産株式会社、株式会社神奈川新聞社、株式会社サカタのタネ、JITSUBO 株式会社、
株式会社ジェノメンブレン、山本亮一技術士事務所、横浜銀行、横浜信用金庫

【個人】
3名様よりご寄附（名前非公表ご希望）

本事業の実施においては、上記の企業や研究機関から厚いサポートをいただきました。

おかげさまで多数のこどもたちの作品が集まり、優秀な作品を表彰することができました。

心より御礼申し上げます。

木原財団　事務局
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